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穀
戦
縦
滅
新
督

全
国
板
金
国
民
健
康
保
険
組
合

は
三
月
十
二
日
、
東
京
部
港
区

「
郵
貯
会
館
メ
ル
パ
ル
ク
」
に
於

い
て
第
五
七
回
・
通
常
組
合
会
を

開
き
平
成
九
年
度
の
実
施
事
業
の

概
況
と
終
始
残
高
の
報
告
が
な
さ

れ
た
後
、
平
成
十
年
度
の
事
業
計

画
。
予
算
案
を
慎
重
恭
議
、
原
案

通
り
可
決
し
た
。

こ
の
日
、
朝
か
ら
雨
天
の
中
、I鐸鍾灘Ｉ

灘繍

に
、
全
国
支
部
長
会
議
、
各
県
事

務
担
当
者
会
議
、
そ
の
他
連
絡
会

議
が
適
宜
開
か
れ
る
。

理
事
会
は
会
長
以
外
に
、
全
国

七
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
理
事
十
五
名
と

監
事
三
名
を
選
出
、
そ
の
中
か
ら

理
事
長
。
副
理
事
長
・
会
計
理
事

が
互
選
で
決
め
ら
れ
、
常
任
理
事

五
名
・
理
事
六
名
と
全
板
連
職
員

か
ら
推
挙
さ
れ
た
国
保
専
任
の
専

務
理
事
一
名
で
椛
成
さ
れ
て
い
る
。

中
部
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
は
常
任
理
事

の
富
山
県
板
・
杉
野
理
覗
長
、
理

事
に
岐
阜
県
板
・
宇
野
理
事
長
と

愛
知
県
板
・
斎
藤
副
理
事
長
、
監

事
に
石
川
県
板
・
塩
山
副
理
事
長

が
選
任
さ
れ
て
い
る
。

以
上
の
様
な
組
織
の
「
全
国
板

金
業
国
民
健
康
保
険
組
合
」
の
理

事
会
、
組
合
会
は
事
務
局
か
ら
提

出
さ
れ
る
医
療
費
の
動
き
、
保
険

事
業
、
国
の
動
向
、
老
人
医
療
な

ど
難
題
が
後
を
絶
た
な
い
中
で
、

組
合
員
の
負
担
を
安
定
し
軽
減
で

き
る
様
、
全
板
国
保
組
合
の
健
全

経
営
に
全
力
を
上
げ
て
取
り
組
ん

で
い
る
。
ま
た
事
務
局
体
制
は
前

砂
事
務
局
長
は
じ
め
十
五
名
の
国

保
職
員
が
煩
雑
な
医
療
事
務
を
高

度
な
処
理
技
能
を
駆
使
し
て
職
務

に
励
ん
で
い
る
。

国
保
組
合
員
各
自
が
安
心
し
て

全
板
国
保
に
加
入
し
て
い
ら
れ
る

の
も
国
保
職
員
と
県
支
部
担
当
者

皆
さ
ん
の
努
力
が
あ
っ
て
こ
そ
で

感
謝
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

全
板
国
保
理
事
斎
藤

し
挨
拶
す
る
大
杉
理
事
長

形

前
砂
事
務
局
長
よ
り
資
料
に
基

づ
き
、
会
議
の
開
催
、
監
督
官
庁

に
よ
る
検
査
、
被
保
険
者
、
保
険

給
付
、
老
人
保
険
医
療
、
補
助
金
、

保
険
事
業
等
の
実
施
事
業
に
つ
い

て
詳
細
な
説
明
が
さ
れ
た
。

◎
平
成
九
年
度
収
支
残
高
の
推

計収
入
合
計
八
三
億
七
千
万
円

支
出
合
計
七
八
億
七
千
万
円

差
引
残
高
四
億
九
千
万
円

②
議
決
事
項

一
号
議
案
平
成
十
年
度
事
業
計

画
に
つ
い
て

二
号
議
案
平
成
十
年
度
収
入
支

出
予
算

一
号
議
案
、
二
号
議
案
は
関
連

が
あ
る
た
め
一
括
審
議
す
る
事
と

な
り
担
当
者
か
ら
詳
細
な
説
明
が

さ
れ
た
。
こ
の
中
で
、
国
は
財
政

危
機
を
回
避
す
る
た
め
昨
年
九
月

医
療
費
給
付
改
正
を
行
っ
た
。
今

期
も
国
の
指
針
に
基
づ
い
た
厳
し

い
運
営
を
図
る
事
に
な
る
と
思
わ

れ
る
が
、
保
険
者
と
し
て
の
責
務

を
全
う
し
組
合
員
の
負
託
に
こ
た

え
る
た
め
、
保
険
料
の
賦
課
額
を

据
え
置
く
予
算
組
み
を
し
た
内
容

の
説
明
を
し
た
。

三
号
議
案
組
合
規
約
一
部
変
更

に
つ
い
て

第
十
一
条
出
産
育
児
一
時
金

三
十
万
円
よ
り
三
十
五
万
円
に

支
給
額
変
更

第
十
二
条
葬
祭
費

組
合
員
の
世
帯
に
属
す
る
被
保

険
者
の
死
亡
の
時
は
六
万
円
よ

①
平
成
九
年
度
実
施
事
業
中
間

報
告
の
概
況

◎
平
成
九
年
度
初
頭
よ
り
「
法

人
事
業
所
等
の
健
保
適
用
除
外
手

続
き
」
の
促
進
に
翻
弄
さ
れ
た
が

当
該
事
業
所
と
各
県
板
事
務
局
の

努
力
と
協
力
を
得
て
す
べ
て
完
了

し
た
。

◎
組
合
員
給
付
率
変
更

法
改
正
に
よ
り
九
月
一
日
よ
り

九
割
給
付
よ
り
八
割
給
付
に
変
更
。

（
し
た
が
っ
て
組
合
員
の
医
療
費

負
担
は
一
割
負
担
か
ら
二
割
負
担

に
な
っ
た
）
変
更
に
伴
い
年
度
後

半
の
国
保
組
合
全
運
営
の
礎
が
確

保
さ
れ
た
。

◎
被
保
険
者
数

（
平
成
九
年
十
二
月
現
在
）

四
三
、
○
八
九
人
前
期
末
よ

り
二
、
一
七
八
人
の
減
少
と
な
っ

た
が
、
適
用
除
外
に
よ
る
影
響
の

結
果
と
思
わ
れ
る
。

ち
な
み
に
愛
知
県
板
の
被
保
険

者
数
は
二
、
二
三
○
人
で
期
首
よ

り
一
八
七
人
の
減
少
で
あ
る
。

加
入
者
数
で
は
北
海
道
、
亜
泉
、

大
阪
、
富
山
に
次
い
で
第
五
位
。

◎
医
療
費
の
動
向

一
般
被
保
険
者
一
人
当
た
り
額

月
平
均
一
二
、
四
九
七
円

老
人
医
療
費
一
人
当
た
り
額

月
平
均
七
○
、
六
一
六
円

老
人
医
療
費
に
つ
い
て
は
年
々

顕
著
な
伸
び
を
見
せ
て
、
今
後
の

不
安
材
料
で
あ
る
。

◎
平
成
九
年
四
月
よ
り
の
実
施

事
業
に
つ
い
て

全
国
各
県
板
か
ら
組
合
会
議
員
、

理
事
、
監
事
、
合
わ
せ
て
六
四
名

が
参
集
し
て
行
わ
れ
た
。

午
前
十
一
時
、
加
賀
副
理
事
長

の
開
会
の
辞
で
始
ま
り
、
臼
井
会

長
は
「
こ
れ
か
ら
は
事
前
の
予
防
、

病
気
に
掛
か
ら
な
い
Ｐ
Ｒ
が
大
事

だ
と
思
う
」
続
い
て
大
杉
理
事
長

は
「
日
頃
の
全
板
国
保
へ
の
支
援

と
昨
年
来
、
国
保
適
用
除
外
手
続

き
で
大
変
な
面
倒
を
か
け
た
お
礼

を
述
べ
、
平
成
十
年
度
は
総
合
し

て
検
討
し
た
結
果
、
保
険
料
の
値

上
げ
は
し
な
い
予
算
組
み
を
し
た

の
で
宜
し
く
ご
審
議
を
お
願
い
し

た
い
」
と
挨
拶
。

こ
こ
で
議
事
に
先
立
ち
、
全
板

国
保
職
員
・
三
沢
庶
務
係
長
に
二

十
年
勤
続
の
表
彰
状
と
記
念
品
を

贈
り
敬
意
を
表
し
た
。

続
い
て
、
福
岡
県
支
部
の
今
井

氏
を
議
長
に
指
名
、
議
長
は
山
口

議
員
、
吉
村
議
員
を
議
事
録
著
名

人
に
指
名
し
て
議
事
に
入
る
。

愛知県板金工業組合
発行広報委員会
名古屋市昭和区北山町
３－８－６〒４６６－０００６

電話052-732-1226

☆
全
板
国
保
。
「
組
合
会
」
と

は
。
全
板
迎
の
事
業
の
大
き
な
柱
の

一
つ
で
あ
る
「
全
国
板
金
業
国
民

健
康
保
険
組
合
」
の
直
接
の
監
督

官
庁
は
東
京
都
で
あ
る
。

そ
れ
は
組
合
事
務
所
が
置
か
れ

て
い
る
所
の
県
の
管
轄
と
決
め
ら

れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
通
知
な
ど
は
厚
生
省
保
健
局
・

重
黒
都
福
祉
局
・
全
板
国
保
組
合
・

県
板
支
部
の
順
で
流
さ
れ
る
。
全

板
国
保
組
合
に
は
全
板
連
傘
下
四

五
の
県
板
が
支
部
と
し
て
加
盟
し

て
い
る
。
支
部
長
は
理
事
長
兼
任

が
多
く
、
ち
な
み
に
愛
知
県
支
部

は
村
上
理
事
長
が
支
部
長
で
あ
る
。

ま
た
組
合
会
議
員
は
吉
田
専
務
が

務
め
、
愛
知
県
板
厚
生
委
員
会
の

担
当
三
役
で
も
あ
る
。
全
板
国
保

組
合
の
組
織
は
理
事
十
七
名
、
監

事
三
名
、
組
合
会
議
員
四
五
名
の

定
数
が
決
め
ら
れ
て
お
り
、
決
議

事
項
は
理
事
会
審
議
を
経
て
組
合

会
に
上
程
、
決
議
さ
れ
る
。

年
間
の
会
議
は
、
組
合
会
二
回
、

理
事
会
三
回
、
監
事
会
二
回
の
外

り
七
万
円
に
支
給
額
変
更

以
上
で
上
程
さ
れ
た
全
て
の
議

案
は
満
場
意
義
な
く
原
案
通
り
可

決
決
定
、
議
事
は
終
了
。
午
後
四

時
前
閉
会
し
た
。

な
お
、
全
板
国
保
組
合
関
連
の

詳
細
事
項
に
つ
い
て
は
、
「
板
金
新

聞
」
二
月
号
。
三
月
号
に
掲
載
さ

れ
て
い
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。
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遜
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謹
鍾
癖

し
細
野
連
合
会
長

３
月
賜
日
⑧
小
牧
ロ
イ
ャ
ル

ホ
テ
ル
に
於
て
、
銘
名
が
出
席
し

て
、
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。

会
の
初
め
に
、
稲
沢
支
部
の
故

溝
口
和
男
氏
に
対
し
て
黙
祷
が
行

わ
れ
、
今
後
の
物
故
者
に
対
し
て

の
心
遣
い
に
つ
い
て
、
理
事
会
で

話
し
合
っ
て
お
く
と
の
報
告
示
あ
っ

た
。
次
に
細
野
会
長
の
挨
拶
が
あ
り

話
の
中
で
、
産
業
廃
棄
物
に
つ
い

て
述
べ
ら
れ
、
建
築
業
界
だ
け
の

問
題
で
は
な
く
、
各
メ
ー
カ
ー
に

も
、
今
後
、
産
業
廃
棄
物
の
処
分

方
法
等
に
つ
い
て
、
考
え
て
い
た

だ
き
た
い
と
、
意
見
を
述
べ
ら
れ

た
。
現
実
問
題
と
し
て
、
年
々
増
え

る
、
残
材
や
古
材
の
処
分
方
法
に

は
頭
を
悩
ま
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
、

今
後
益
々
、
厳
し
く
な
る
規
制
等

し
蟹
江
支
部
長
歓
迎
挨
拶

桜
の
雷
も
膨
み
、
春
の
訪
れ
も

す
ぐ
そ
こ
、
当
日
は
日
曜
日
の
晴

天
に
恵
ま
れ
、
絶
好
な
日
和
り
と

な
り
、
知
多
支
部
は
会
場
を
東
海

市
内
の
商
工
会
館
に
席
を
設
け
、

去
る
３
月
８
日
伺
午
前
加
時
よ
り

開
会
、
ご
来
賓
に
は
地
元
選
出
の

衆
議
院
議
員
で
あ
る
久
野
統
一
郎

先
生
に
も
ご
出
席
を
頂
き
、
尚
、

県
板
事
務
局
か
ら
は
、
吉
田
専
務

鰯 噂

灘驚

い
た
。今
回
、
厚
生
委
員
長
で
も
あ
る

知
多
支
部
の
沼
沢
啓
二
氏
に
も
出

席
し
て
頂
き
、
労
働
保
険
、
年
金

等
、
保
険
に
つ
い
て
の
さ
ま
ざ
ま

な
話
を
し
て
い
た
だ
い
た
。

総
会
が
終
了
し
た
後
、
食
事
会

印
用
ロ
ヴ
ｊ
ｐ
Ｊ
△
由
凸
。
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．
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弛
曳

鍵

課
．
日
碇
錐
畿
酔
黛
那
驚
‐
ｆ
‐
‐
●
心
歌
堀
儲

表
彰
者
は
次
の
方
々
／

７
組
平
野
安
男
氏

９
組
月
東
巌
氏

過
組
竹
内
広
幸
氏

総
会
も
終
盤
を
迎
え
、
ご
来
賓

の
代
表
の
方
々
か
ら
、
心
の
こ
も
っ

た
お
祝
辞
と
祝
電
を
頂
戴
し
、
感

無
量
の
思
い
で
耳
を
傾
け
た
。

今
年
こ
そ
は
一
致
団
結
し
て
難

局
を
乗
り
越
え
ね
ば
と
痛
感
さ
せ

ら
れ
た
思
い
で
一
杯
で
あ
っ
た
。

出
席
を
頂
き
、
尚
且
つ
お
祝
辞
を

頂
き
力
強
く
感
じ
、
今
後
の
活
動

に
も
勇
気
が
沸
い
て
来
た
様
な
心

地
／提
案
さ
れ
た
議
案
も
す
べ
て
賛

同
を
得
、
全
会
一
致
で
可
決
を
見

た
。
今
回
は
役
員
改
選
の
年
で
も

あ
り
、
綿
密
な
検
討
に
よ
り
議
事

に
図
っ
た
処
、
全
会
一
致
に
よ
り

次
の
方
々
が
承
認
さ
れ
、
来
る
４

月
１
日
よ
り
就
任
す
る
事
と
な
っ

た
。
尚
、
前
部
長
は
後
班
の
指
導

に
と
相
談
役
と
し
て
留
ま
る
事
と

な
っ
た
。

新
役
員
調
搾
長
沼
峠
施
暗
緬
唾

左
記
の
通
り
決
定
し
ま
し
た
。

尚
、
支
部
と
の
連
携
は
如
何
に
保

つ
か
、
虹
世
紀
も
目
下
に
迫
り
、

新
世
代
の
活
躍
を
大
い
に
期
待
す

る
も
の
で
あ
る
。

沼
津

'‘窪奪:糞

鹸
鈎
藤
蕊
評
唖
諜
’
噸
蕊
驚
蕊
綴
競
蕊
蕊
瀞
蕊
蕊
蕊
蝦
鮮
騨
撰
弊
総
鰯

で
処
分
－
し
て
も
ら
う
場
所
さ
え
無

く
な
る
の
で
は
と
い
う
不
安
さ
え

あ
る
く
ら
い
で
あ
る
。

議
事
に
入
り
、
９
年
度
の
事
業

報
告
、
会
計
報
告
等
を
行
い
、
平

成
加
年
度
は
、
事
業
計
画
と
し
て

愛
知
県
板
金
総
合
職
業
訓
練
協
会

の
行
う
事
業
の
協
賛
、
又
、
組
合

員
の
親
睦
を
図
る
た
め
の
、
工
場

見
学
、
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会
、
ゴ
ル

フ
大
会
等
を
行
っ
て
い
く
と
い
う

案
が
出
さ
れ
た
。

最
後
に
、
村
上
理
事
長
の
挨
拶

が
あ
り
、
平
成
Ⅲ
年
度
の
県
板
新

春
懇
親
会
が
、
滞
り
な
く
行
わ
れ

る
よ
う
に
、
各
支
部
の
役
員
、
組

合
員
が
、
今
以
上
に
協
力
し
て
ほ

し
い
と
激
励
の
お
言
葉
を
い
た
だ

愛

鶏§

・
・
㎡
．
．
‘
‐
り
げ
・
“
，
，
。
、
〃
・
…
牛
，
●
５
，
斗
蝿
酔
．
〆
璽
ロ
ー
〈
・
巳
。
毎

頁
定
期
総
会
脇

戸
労
災
保
険
の
講
演

を
す
る
沼
津
氏

理
㈹
事
を
初
め
、
問
屋
、
商
社
の

方
々
を
含
め
、
全
仮
ノ
ー
ト
で
関

心
の
あ
る
川
口
常
務
に
も
、
ご
出

席
を
頂
き
盛
大
な
る
催
し
と
な
っ

た
。
先
ず
副
支
部
長
で
あ
る
月
東
巌

氏
の
発
声
に
よ
り
開
会
誓
言
諭
籾

識*

§蕊

し
知
多
支
部
懇
親
風
景

今
．
．
．
．
．
…
．
、
・
・
・
申
．
．
．
・
・
・
‐
．
‐
‐
』
．
，
噂
・
・
・
》
．
・
・
・
・
・
・
．
』
・
一
』
も
．
舎
隷
》
・
・
・
、
．
・
糊
滝
雫
．
＃
卜
鷺
噸
鴬
零
蕊

郷
知
多
支
部
定
例
総
杏
云
開
催
い
》

し
青
年
部
総
会
支
部
長
挨
拶

蝋聯繍蔵
、岱癖爵。．…灘滞騨晶．，，､霊$

灘iifJ鶏

が
あ
り
、
県
板
及
び
尾
張
連
合
会

を
、
よ
り
良
い
会
に
す
る
た
め
の

意
見
交
換
や
、
新
年
親
睦
会
に
関

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
話
し
合
い
を
行
っ

た
。

春
日
井
樋
口

箪麹も鋸
､’’３４曇.試難算ｖＷ､

藤津噂

》
、

急電爵

濃
謬
必
溌
彰
群
溌
率
織

溌丸¥と認

測
知
課
青
年
部
総
会
開
ぐ
ん
熟

一
足
先
に
青
年
部
は
去
る
３
月

６
日
㈹
、
半
田
市
内
の
神
戸
公
民

館
に
於
い
て
榊
原
弘
部
長
の
発
声

に
よ
り
開
会
を
誓
言
し
た
。

ご
来
賓
に
は
蟹
江
支
部
長
の
ご

識緯露.譜:鐸麗蕊溌議蕊

鑑識瀞簿蕊

山
氏
の
司
会
に
よ
り
ス
タ
ー
ト
、

蟹
江
利
夫
支
部
長
の
歓
迎
の
挨
拶
、

議
長
に
は
蟹
江
重
光
氏
を
選
任
し
、

提
案
さ
れ
た
議
案
も
順
調
な
歩
み

で
全
て
可
決
さ
れ
た
。
続
い
て
県

板
報
告
、
技
能
士
会
報
告
、
青
年

部
活
動
報
告
、
永
遠
に
灯
を
消
す

こ
と
な
く
続
い
て
い
る
、
献
血
活

動
報
告
に
移
り
、
併
せ
て
優
良
献

血
者
へ
の
表
彰
状
及
び
記
念
品
の

贈
呈
を
支
部
長
よ
り
手
渡
さ
れ
た
。
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傍
山
善
会
総
会
風
景

摩
擦
に
つ
い
て

傍
代
表
取
締
役
社
長

野
々
山
保
高
氏

『
よ
い
製
品
を
即
納
す
る
』
を

百
年
来
、
一
貫
し
た
サ
ー
ビ
ス
と

し
て
心
が
け
て
い
る
。
今
回
は
創

業
が
明
治
時
代
と
い
う
㈱
野
々
山

商
店
を
紹
介
す
る
。

明
治
・
大
正
・
昭
和
・
平
成
と

四
時
代
を
ト
タ
ン
屋
を
商
い
と
し

て
き
た
野
々
山
商
店
は
明
治
二
十

年
（
一
八
八
七
）
飯
田
街
道
の
古

井
ノ
坂
付
近
で
初
代
野
々
山
藤
太

郎
が
商
売
を
は
じ
め
た
。
二
代
目

の
野
々
山
彦
太
郎
が
東
陽
町
九
丁

目
で
今
の
よ
う
な
鉄
鋼
二
次
製
品

や
建
材
商
品
を
扱
う
よ
う
に
な
り
、

現
在
は
三
代
目
野
々
山
保
高
氏
が

東
陽
町
八
丁
目
に
移
り
住
所
表
示

が
変
わ
っ
た
が
中
区
干
早
の
北
の

東
陽
町
通
り
で
板
金
業
者
に
「
よ

い
製
品
を
即
納
す
る
」
を
モ
ッ
ト
ー

に
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
る
。

昭
和
四
十
九
年
に
は
岐
阜
市
岐

蕊
ｖ
新
問
屋
シ
リ
ー
ズ
▲

蕊
釧
識
徽
筆
護
蕊

第
‐
『
’
六
回
株
式
会
社
野
々
山
間
店

蕊

南
町
に
営
業
所
を
開
設
、
名
古
屋

は
も
と
よ
り
岐
阜
市
内
や
近
郊
を

始
め
岐
阜
県
西
部
を
営
業
範
囲
と

し
て
展
開
し
て
い
る
。
名
古
屋
及

び
岐
阜
の
物
流
セ
ン
タ
ー
に
は
豊

富
な
在
庫
を
ス
ト
ッ
ク
し
て
い
る

が
万
が
一
在
庫
が
切
れ
て
い
る
と

き
に
は
、
た
と
え
遠
方
の
メ
ー
カ
ー

の
倉
庫
に
で
も
走
っ
て
調
達
す
る

な
ど
お
客
様
本
位
の
サ
ー
ビ
ス
で

信
頼
を
培
っ
て
き
た
。
こ
の
信
頼

関
係
が
野
々
山
商
店
の
財
産
で
あ

る
。
以
下
に
会
社
の
概
要
を
紹
介

す
る
。
商
号
株
式
会
社
野
々
山
商
店

ノ

愛

’

Ｗ

あ
る
一
定
以
上
の
力
で
物
体
を

押
す
と
物
体
は
動
き
ま
す
が
、
そ

の
時
に
摩
擦
抵
抗
が
働
き
ま
す
。

静
止
し
て
い
る
時
に
働
く
摩
擦
抵

抗
を
静
止
摩
擦
抵
抗
と
呼
び
、
動

き
出
し
た
時
に
働
く
摩
擦
抵
抗
を

連
動
摩
擦
抵
抗
と
呼
び
ま
す
。
こ

こ
で
強
調
し
て
申
し
述
べ
た
い
事

は
、
運
動
摩
擦
抵
抗
は
静
止
摩
擦

抵
抗
よ
り
小
さ
い
事
で
す
。
も
し

私
達
が
屋
根
に
い
て
、
い
っ
た
ん

滑
り
始
め
た
ら
止
ま
り
ま
せ
ん
。

命
綱
か
、
掴
ま
る
と
こ
ろ
が
な
い

と
落
下
し
ま
す
。

西
尾
大
橋

罫

会創創創
昭社近井千業太野業八年明
和設の種地郎々者七へ治業
二立坂区山、-／一
十付古藤八十

惨
講
演
す
る
内
藤
氏

能
豊
か
で
、
強
い
意

志
の
持
ち
主
で
あ
る

と
思
う
け
れ
ど
、
断

腸
の
想
い
で
親
の
残

し
て
く
れ
た
店
を
手

放
し
た
時
、
新
し
い

人
の
出
合
の
中
で
、

彼
女
の
道
が
開
け
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。大
橋

た
さ
や
人
情
の
温
か
さ
を
経
験
さ

れ
た
そ
う
で
す
。
経
営
は
近
所
に

大
型
ス
ー
パ
ー
が
出
来
て
た
ち
ゆ

か
な
く
な
り
、
店
を
売
り
払
い
、

そ
の
金
で
弟
を
大
学
に
通
わ
せ
、

薬
局
務
め
、
婦
人
警
官
を
務
め
、

同
じ
職
場
の
人
と
結
婚
さ
れ
、
現

在
に
い
た
っ
て
い
ま
す
。
弟
の
謙

氏
は
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
に
入
団
し
、
現

在
ロ
ッ
テ
マ
リ
ー
ン
ズ
の
コ
ー
チ

を
し
て
い
ま
す
。

彼
女
は
父
が
残
し
た
手
紙
を
心

の
拠
り
所
だ
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

「
健
康
で
あ
る
事
、
母
を
大
切

に
す
る
事
、
結
婚
の
相
手
は
金
で

な
く
人
で
あ
る
事
、
し
ゅ
う
と
め

の
あ
る
所
へ
は
嫁
が
な
い
事
、
子

供
が
で
き
た
ら
、
手
で
た
た
か
ず

に
口
で
聞
か
せ
て
育
成
す
る
事
、

兄
弟
仲
良
く
す
る
事
、
人
を
憎
ま

ず
自
分
を
見
捨
て
な
い
事
」
読
ま

れ
た
目
に
は
涙
が
あ
り
ま
し
た
。

ド
ラ
マ
の
様
な
話
だ
と
思
い
ま

し
た
。
内
藤
女
史
は
も
と
も
と
才

惨
本
社
社
屋

八
年
四
月
一
日

本
社
所
在
地

名
古
屋
市
中
区
新
栄
一
’
三
十

六
’
十
三

岐
阜
営
業
所

岐
阜
県
羽
島
郡
岐
南
町
伏
匡
血
’

九
十
四
昭
和
四
十
九
年
一
月
十
六
日

開
設

代
表
取
締
役
社
長

野
々
山
保
高

昭
和
二
年
八
月
二
十
五
日
生

資
本
金
一
千
万
円

従
業
員
五
十
五
名

事
業
内
容

屋
根
材
、
外
壁
材
な
ど
の
金
属

建
材
の
販
売
、
加
工
窯
業
系
建

材
の
販
売
等
年
商
二
十
四
億

円
営
業
範
囲

名
古
屋
市
内
及
び
近
郊
と
知
多

地
区
・
岐
阜
市
内
及
び
近
郊
と

岐
阜
県
西
部

以
上
鷲
見

三
月
七
日
午
後
一
時
半
よ
り
名

古
屋
駅
前
の
ホ
テ
ル
キ
ャ
ッ
ス
ル

プ
ラ
ザ
三
階
孔
雀
の
間
に
お
い
て

山
善
会
総
会
を
行
い
ま
し
た
。
山

善
会
の
今
回
の
メ
イ
ン
は
内
藤
洋

子
女
史
の
講
演
で
「
チ
ャ
ン
ス
は

ど
こ
で
も
」
と
題
し
て
、
自
分
の

生
い
立
ち
を
話
し
て
下
さ
い
ま
し

た
。
内
藤
女
史
は
旧
姓
平
野
・
平

野
訓
氏
の
姉
で
、
随
筆
家
と
し
て
、

ま
た
東
海
ラ
ジ
オ
の
「
松
原
敬
生

の
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」

火
曜
日
の
レ
ギ
ュ
ラ
ー
コ
メ
ン
テ

イ
タ
ー
と
し
て
も
活
腿
し
て
お
ら

れ
ま
す
。

平
野
一
家
は
中
村
区
に
平
野
金

物
店
を
営
ん
で
い
ま
し
た
が
、
彼

女
が
小
学
六
年
生
の
時
、
父
が
肝

臓
の
病
気
で
、
中
村
高
校
二
年
の

時
、
母
が
胃
ガ
ン
で
亡
く
な
り
、

高
校
を
休
学
し
、
小
学
六
年
の
謙

氏
を
養
い
な
が
ら
金
物
店
を
経
営

し
ま
し
た
。

多
感
な
年
頃
で
世
間
の
風
の
冷
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、
固
園
固
園

一
宮
板
金
組
合

定
例
総
会
開
く

２
月
羽
日
午
前
加
時
よ
り
、
市

内
の
活
魚
料
理
「
江
美
」
で
定
例

総
会
を
行
っ
た
。

今
年
度
は
、
役
員
改
選
の
時
期

と
な
り
人
選
や
、
下
準
備
な
ど
旧

役
員
の
ご
苦
労
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。

郭
業
報
告
、
会
計
報
告
は
難
な

く
承
認
さ
れ
、
三
役
は
選
考
委
員

に
よ
り
指
名
で
選
ば
れ
新
組
合
長

に
は
湯
浅
伸
明
氏
が
満
場
一
致
で

承
認
さ
れ
た
。

来
賓
に
は
愛
知
県
板
金
工
業
組

合
理
事
長
村
上
章
氏
と
、
平
野
弘

氏
が
出
席
さ
れ
、
理
事
長
か
ら
は

新
年
度
の
抱
負
と
、
挨
拶
が
あ
り

平
野
氏
か
ら
は
昨
年
、
秋
の
褒
章

に
あ
た
っ
て
の
お
礼
の
言
葉
と
、

今
後
の
展
望
な
ど
お
話
が
あ
っ
た
。

今
年
度
の
総
会
は
組
合
結
成
以

来
最
高
の
参
加
人
数
如
名
と
役
員

の
ど
な
た
か
が
い
っ
て
い
た
。

正
午
よ
り
席
を
移
し
て
懇
親
会

が
行
わ
れ
、
賑
や
か
な
宴
の
一
時

で
幕
を
閉
じ
た
。
一
宮
佐
藤

．
．
蕊

愛

そ
の
た
め
に
も
「
施
工
計
画
書
、

要
領
書
」
の
基
本
マ
ー
ー
ュ
ア
ル
及

び
「
施
工
図
」
の
各
種
基
本
サ
ン

プ
ル
図
の
制
作
、
及
び
勉
強
会
を

問
屋
会
ま
た
は
各
メ
ー
カ
ー
商
社

に
お
願
い
出
来
な
い
か
と
思
っ
て

い
ま
す
。

伊
藤

し
一
宮
板
金
組
合
新
組
合
長

湯
浅
伸
明
氏

支
部
だ
よ
り

ゼ
ネ
コ
ン
業
界
に
も
Ｉ
Ｓ
Ｏ
へ
の
動
き

「
な
が
ら
」
族
の
小
生
、
テ
レ

ビ
を
見
な
が
ら
新
聞
を
読
む
。

テ
レ
ビ
の
映
像
は
桜
花
を
ズ
ー

ム
ア
ッ
プ
し
て
東
海
地
方
の
開
花

宣
言
を
伝
え
て
い
る
。
そ
れ
を
眺

め
な
が
ら
、
視
線
は
夕
刊
の
紙
面

を
這
う
。
野
外
民
族
博
物
館
・
リ

ト
ル
ワ
ー
ル
ド
に
「
世
界
文
化
遺

産
・
ア
ル
ベ
ロ
ベ
ッ
ロ
の
家
」
が

オ
ー
プ
ン
の
記
事
。
何
で
も
見
た

が
り
や
の
小
生
、
早
速
「
忙
中
閑

あ
り
」
い
や
「
忙
中
閑
を
作
り
出

し
て
」
ド
ラ
イ
ブ
好
き
の
か
み
さ

ん
と
長
女
が
同
調
し
て
、
久
し
振

り
に
犬
山
の
リ
ト
ル
ワ
ー
ル
ド
へ
。

桜
は
少
々
早
か
っ
た
が
家
族
連
れ

で
大
賑
わ
い
。
「
一
周
２
．
５
ｍ

の
周
遊
道
に
沿
っ
て
、
世
界
の
民

家
を
移
築
・
復
元
し
て
い
ま
す
。

見
て
、
食
べ
て
体
験
す
る
パ
ス
ポ
ー

ト
の
い
ら
な
い
一
日
世
界
旅
行
が

楽
し
め
る
」
の
ガ
イ
ド
の
通
り
、

民
族
衣
装
も
貸
し
出
さ
れ
て
何
と

な
く
そ
の
国
へ
来
た
雰
囲
気
だ
。

目
的
の
南
イ
タ
リ
ア
・
ア
ル
ベ
ロ

ベ
ッ
ロ
の
家
は
石
灰
石
で
作
ら
れ

た
と
ん
が
り
帽
子
屋
根
の
農
家
。

お
と
ぎ
の
国
の
よ
う
。
イ
タ
リ
ア

の
古
典
芸
能
。
旗
振
り
シ
ョ
ー
を

見
な
が
ら
ワ
イ
ン
を
飲
み
パ
ス
タ

と
ピ
ザ
を
食
べ
ジ
ェ
ラ
ー
ト
と
カ

プ
チ
ー
ノ
で
気
分
最
高
の
一
日
。

三
月
二
十
六
日
附
晴

三
二
六
号
編
集
会
議

委
員
七
名
出
席

午
後
五
時
終
了
⑧

い
っ
こ
う
に
先
の
見
え
な
い
景

気
状
態
の
中
、
特
に
建
設
業
界
の

低
迷
が
ま
す
ま
す
深
刻
に
な
っ
て

き
た
現
在
、
各
業
界
の
生
き
残
り

を
か
け
て
（
将
来
的
に
も
）
こ
れ

ま
で
以
上
の
品
質
管
理
を
ア
ピ
ー

ル
す
る
意
味
で
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
（
国
際

標
準
）
認
定
の
動
き
が
見
ら
れ
る

様
に
な
っ
た
。

ち
な
み
に
、
当
社
取
引
の
元
請

け
ゼ
ネ
コ
ン
も
全
国
支
店
す
べ
て

で
Ｉ
Ｓ
Ｏ
（
９
０
０
１
）
の
認
定

を
う
け
た
。
（
業
界
初
）

１
５
ｌ
Ⅱ
Ⅱ
Ｉ
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
０
０
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
！
０
１
１
１
１
１
１
１
１
１
８
０
０
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

３
月
皿
日
下
山
ロ
イ
ヤ
ル
カ
ン
ト

リ
ー
に
お
い
て
、
妬
回
岡
板
ゴ
ル

フ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
６

パ
ー
テ
ィ
ー
躯
名
の
参
加
で
し
た
。

曇
り
空
の
中
、
ゴ
ル
フ
場
に
着

く
頃
は
空
も
少
し
明
る
く
な
り
、

さ
す
が
日
頃
心
掛
け
の
良
い
職
人

さ
ん
達
の
集
ま
り
、
天
も
見
方
す

る
も
の
と
思
い
き
や
、
ス
タ
ー
ト

し
て
間
も
な
く
小
雨
と
な
り
、
そ

し
て
雨
、
雨
、
雨
。
う
ま
い
人
に

も
う
ま
く
な
い
人
に
も
、
ゴ
ル
フ

の
神
様
は
試
練
を
与
え
て
く
れ
る

様
で
す
。

久
し
ぶ
り
の
ゴ
ル
フ
な
ん
だ
と

緊
張
気
味
だ
っ
た
組
△
冒
垂
高
柳
氏
、

体
調
万
全
で
な
い
の
腰
多
皿
卜
さ
っ

こ
れ
ま
で
「
Ｉ
Ｓ
Ｏ
」
と
い
え

ば
生
産
メ
ー
カ
ー
主
体
の
も
の
と

思
わ
れ
て
い
た
が
、
い
ろ
ん
な
業

種
（
た
と
え
ば
運
送
業
界
）
に
も

修
得
す
る
と
こ
ろ
が
出
て
き
た
。

そ
れ
に
よ
り
、
我
々
下
請
け
業
者

も
こ
れ
ま
で
以
上
の
「
施
工
品
質

管
理
」
及
び
、
書
類
上
の
い
ろ
い

ろ
な
仕
事
が
必
要
に
な
っ
て
く
る

と
思
わ
れ
ま
す
。

「
施
工
計
画
書
」
「
施
工
要
領
書
」

「
施
工
図
」
の
提
出
、
及
び
現
場

で
の
「
材
料
受
入
れ
検
査
」
「
中

６
日
役
員
会
７
名

２
～
４
日
支
部
総
会
と
ス
キ
ー

ッ
ア
ー
肥
名

瀬
戸
支
部

７
日
定
例
会
合
８
名

津
島
支
部
５
日
定
例
会
皿
名

小
牧
支
部

４
日
支
部
会
合
７
名

組
合
費
値
上
の
件

保
険
の
件
そ
の
他

新
組
合
員
２
名

岡
崎
支
部

四
日
妬
回
岡
板
ゴ
ル
フ
コ
ン

ペ
下
山
ロ
イ
ヤ
ル
カ

ン
ト
リ
ー
塊
名

豊
田
支
部

７
日
第
Ⅲ
回
役
員
。
班
長
会

肥
名

肥
日
青
年
部
総
会

碧
南
支
部

４
日
青
年
部
ボ
ー
リ
ン
グ
大

会
妬
名

西
尾
支
部

ｎ
日
支
部
役
員
会
過
日

知
多
支
部

６
日
青
年
部
総
会
別
名

８
日
支
部
総
会
ｍ
名

３
月
各
支
部
の
動
き

間
施
工
検
査
」
な
ど
公
官
庁
工
事

程
度
の
管
理
が
全
て
の
現
場
に
必

要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

そ
れ
に
対
応
す
る
た
め
に
は
我
々

職
人
も
、
各
種
提
出
書
類
の
書
き

方
、
施
工
図
の
書
き
方
、
な
ど
を

勉
強
す
る
必
要
が
で
て
く
る
と
思

い
ま
す
。

熱
田
南
支
部

虹
日
定
例
会

皿
日
青
年
部
会
合

中
村
支
部

Ⅳ
日
定
例
会

中
支
部
ｕ
日
支
部
会
合
皿
名

保
証
制
度
の
件

組
合
員
名
簿
の
件

全
板
大
会
の
件

昭
和
支
部

９
日
支
部
月
例
会
ｎ
名

緑
支
部

羽
日
健
康
保
険
の
更
新
と
中

間
集
会

尾
張
板
金
連
合
会

過
日
総
会
小
牧
ロ
イ
ャ
ル

ホ
テ
ル

江
南
支
部

１
．
２
日
支
部
親
睦
旅
行

山
梨
下
部
温
泉
肥
名

晦
日
支
部
役
員
会

躯
日
支
部
旧
役
員
慰
労
会
及

び
新
役
員
会

一
宮
支
部

た
共
立
石
原
氏
、
そ
し
て
幹
事
の

加
納
氏
、
山
内
氏
、
本
当
に
御
苦

労
様
で
し
た
。
こ
ん
な
不
況
の
折

で
す
が
、
互
い
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
確
認
し
合
い
な
が
ら
の

ス
ポ
ー
ツ
「
ゴ
ル
フ
」
は
、
楽
し

み
な
が
ら
、
会
話
し
な
が
ら
出
来

る
唯
一
の
ス
ポ
ー
ツ
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
岡
板
ゴ
ル
フ
の
集
い

も
、
そ
ん
な
想
い
が
続
け
さ
せ
て

い
る
も
の
で
す
。

優
勝
は
那
須
金
属
の
二
代
目
、

砂
塚
紀
弘
さ
ん
、
同
じ
パ
ー
テ
ィ
ー

だ
っ
た
の
で
喜
び
も
格
別
で
す
。

小
生
は
と
い
う
と
、
ニ
ア
ピ
ン

賞
２
つ
、
ま
さ
に
、
上
出
来
で
す
。

岡
崎
中
西


